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図 4-90 
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図 4-100 
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WIFI 画面を以下に示します。図 4-125 を参照して下さい。 

 有効：このボックスをチェックして、WIFI 機能を有効にします。

 リフレッシュ：このボタンをクリックすると、無線 AP リストを再検索します。以前設定した情報

（パスワードなど）を自動的に追加できます。

 切断：このボタンをクリックすると、接続を切断します。

 接続：このボタンをクリックすると、無線 AP に接続します。無線 AP 接続が選択されている場合、

システムは現在の接続を切断して新しい無線 AP に接続する必要があります。

図 4-125 

 WIFI 動作情報：現在の接続状態を表示できます。

以下の点にご留意下さい。

 接続に成功すると、プレビューインターフェイスの右上隅に WIFI 接続アイコンが表示されます。

 無線 AP の認証タイプがWEP である場合は、デバイスが暗号形式を検出できないため、「AUTO」とし

て表示されます。

 システムは、認証タイプとして WPA および WPA2 をサポートしていません。これらの認証タイプお

よび暗号形式に対しては、表示が異常になる場合があります。

デバイスが WIFI に正常に接続されたら、無線 AP 名、IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲート

ウェイなどを表示できます。現時点では、システムは TOTOLINK_N2200UP モジュールをサポートして 

います。



3G 設定画面を以下に示します。図 4-126 を参照して下さい。 

パラメーターについては、以下の内容を参照して下さい。 

 ペイン 1：3G 機能を有効にすると、3G 信号の強度が表示されます。

 ペイン 2：3G 機能を有効にすると、3G モジュール設定情報が表示されます。

 ペイン 3：3G 機能を有効にすると、3G モジュール状態情報が表示されます。

ここには、EVDO、CDMA1x、WCDMA、WCDMA、EDGE など、現在のワイヤレスネットワークの信号の強度が表

示されます。

 3G ネットワーク：現在のワイヤレスネットワークのアダプター名を表示します。

 有効：このボックスをチェックして、3G モジュールを有効にします。

 ネットワークタイプ：3G ネットワークモジュールごとに異なるネットワークタイプがあります。要

件に従って選択できます。

 APN：ワイヤレス接続サーバーです。どの方式によりワイヤレスネットワークにアクセスするかを

設定します。

 認証：認証モードです。PAP/CHAP をサポートしています。

 ダイアル No.：ISP（インターネット サービス プロバイダー）から取得した 3G ネットワークのダ

イアルアップ番号を入力します。

 ユーザー名：3G ネットワークにログインするためのユーザー名です。

 パスワード：3G ネットワークにログインするためのパスワードです。

 パルス間隔：ダイアルアップの持続時間を設定できます。サブストリームを無効にすると、即時に接

続を開始します。たとえば、ここに 5 秒を入力した場合、3G ネットワークの接続有効時間は 5 秒で

す。この時間が経過すると、デバイスは自動的に切断されます。サブストリームが存在しない場合、

3G ネットワークの接続は常に有効です。持続時間が 0 であれば、3G ネットワークの接続は常に有

効です。

 ダイアル：このボタンを使用して、3G ネットワークの接続/切断を手動で有効または無効にできま

す。

 3G ワイヤレスネットワーク：ここには、ワイヤレスネットワークの状態、SIM カード、ダイアルの状態

が表示されます。3G 接続が正常であれば、ワイヤレスネットワークが自動的に割り当てるデバイス

IP アドレスが表示されます。 
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図 4-126
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このインターフェイスは、開発用に予約されています。図 4-139 を参照して下さい。 

図 4-139



この機能により、デバイスは、指定したプロキシに自動登録できます。この方法で、クライアント側か 

らプロキシ経由でNVR などにアクセスできます。プロキシには、切り替え機能があります。ネットワーク

サービスでは、デバイスは IPv4 のサーバーアドレスまたはドメインをサポートします。 

この機能を使用するには、以下の手順に従います。 

デバイス側で、プロキシサーバーアドレス、ポート、およびサブデバイス名を設定します。自動登録機能

を有効にすると、デバイスはプロキシサーバーに自動登録できるようになります。 

1) 設定画面を図 4-140 に示します。

重要

ネットワークのデフォルトポート番号（TCP ポート番号など）を入力しないで下さい。

図 4-140 

2) プロキシサーバーソフトウェアは、SDK から開発されたものです。このソフトウェアを開き、グローバ

ル設定を入力します。ここで設定する自動接続ポートは、前のステップで設定したポートと同じであるこ

とを確認して下さい。

3) これで、デバイスを追加できます。マッピングポート番号には、TCP ポートなどのデフォルトポート

番号を入力しないで下さい。ここでのデバイス ID は、図 4-140 で入力した ID と同じである必要があり

ます。「OK」ボタンをクリックして、設定を完了します。

4) これで、プロキシサーバーを起動できます。ネットワークの状態として「Y」が表示されていれば、

登録は正常です。プロキシサーバーは、デバイスがオンライン状態のときに表示できます。

重要

サーバーの IP アドレスにドメインを入力することもできます。ただし、プロキシデバイスサーバーを

稼働させる前に、ドメイン名を登録する必要があります。
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4.13 基本設定 

4.13.1 デバイス設定 
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4.13.2 日付設定 
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4.14.2 ログ 
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4.14.4 アカウント 
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4.14.5 アップデート 
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4.14.7 RS232 
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機能 設定値 

機能 コンソール

ボーレート 115200 

データビット 8 

ストップビット 1 

パリティ なし 



4.14.8 自動メンテナンス 

4.14.9 ログアウト、シャットダウン、再起動 
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3D インテリジェントポ 

ジショニングキー 

この▽アイコンをクリック 

して、PTZ  制御プラットフ 

ォームの表示/非表示を切り

替えることができます。 
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この機能は、WIFI モジュールのデバイス向けです。 

WIFI 画面を図 5-31 に示します。 

図 5-31 

「WIFI 自動接続」をチェックして WIFI 機能を有効にしてから、「SSID 検索」ボタンをクリックします。

これで、すべてのワイヤレスネットワーク情報が下のリストに表示されます。名前をダブルクリックして

接続し、「更新」ボタンをクリックすると、最新の接続状態が表示されます。 

5.8.2.5 3G（未サポート） 

5.8.2.5.1 CDMA/GPRS 

CDMA/GPRS 画面を図 5-32 に示します。 

図 5-32



 

す。

詳細については、以下の説明を参照して下さい。 

パラメーター 機能 
 

WLAN 形式 3G ネットワークタイプを選択すると、3G モジュールとさまざまな ISP を区別すること

ができます。WCDMA、CDMA1x などのタイプを選択できます。 
 

APN/ダイアル No. PPP の重要なパラメーターです。 
 

AUTH 「PAP」、「CHAP」、「NO_AUTH」から選択できます。 
 

パルス間隔 サブストリームのモニター終了後に 3G 接続を終了する時間を設定します。たとえば、 

60 秒を入力すると、サブストリームのモニター後に 60 秒経過すると、システムは 3G 

接続を終了します。 
 

重要 

 パルス間隔が 0 である場合、システムはサブストリームのモニター終了後に 3G 接続を終了しません。 

 ここで設定するパルス間隔は、サブストリーム専用です。メインストリームを使用してモニターする場合、

この項目は無効です。 

 

 

 
5.8.2.5.2 モバイル（未サポート） 

モバイル設定画面を図 5-33 に示します。 

3G 接続された電話、携帯電話、またはアラームメッセージを取得するように設定された電話を有効（送信 

On）または無効（送信 Off）にすることができます。 

 

「送信 SMS」ボックスをチェックして、「受信者」欄に電話番号を入力しま をクリックすると、

受信者が 1 人追加されます。この手順を繰り返して、さらに電話を追加できます。電話番号を選択して 

 

をクリックすると、その電話番号を削除できます。「保存」ボタンをクリックして、設定を完了しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 5-33 
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自動登録画面を以下に示します。図 5-41 を参照して下さい。 

この機能により、デバイスは、指定したプロキシに自動登録できます。この方法で、クライアント側から

プロキシ経由でNVR などにアクセスできます。プロキシには、切り替え機能があります。ネットワークサ

ービスでは、デバイスは IPv4 のサーバーアドレスまたはドメインをサポートします。 

この機能を使用するには、以下の手順に従います。 

デバイス側で、プロキシサーバーアドレス、ポート、およびサブデバイス名を設定します。自動登録機能

を有効にすると、デバイスはプロキシサーバーに自動登録できるようになります。 

図 5-41 

5.8.2.14 アラームセンター（未サポート） 

アラームセンター画面を以下に示します。図 5-42 を参照して下さい。 

このインターフェイスは、開発用に予約されています。ローカルアラームが発生すると、システムはアラ

ーム信号をアラームセンターにアップロードします。 

アラームセンターを使用する前に、サーバーIP、ポートなどを設定して下さい。アラームが発生すると、シ

ステムは、クライアント側がデータを取得できるように、データを定義済みプロトコルとして送信します。 

図 5-42 
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メーカー 型式 バージョン ビデオ 

エンコード 

オーディオ 

/ビデオ 

プロトコル 

AXIS P1346 5.40.9.2 H264 √ ONVIF/プライベート 

P3344/P3344-E 5.40.9.2 H264 √ ONVIF/プライベート 

P5512 － H264 √ ONVIF/プライベート 

Q1604 5.40.3.2 H264 √ ONVIF/プライベート 

Q1604-E 5.40.9 H264 √ ONVIF/プライベート 

Q6034E － H264 √ ONVIF/プライベート 

Q6035 5.40.9 H264 √ ONVIF/プライベート 

Q1755 － H264 √ ONVIF/プライベート 

M7001 － H264 √ プライベート 

M3204 5.40.9.2 H264 √ プライベート 

P3367 HEAD LFP4_0 130220 H264 √ ONVIF 

P5532-P HEAD LFP4_0 130220 H264 √ ONVIF 

ACTi ACM-3511 A1D-220-V3.12.15-AC MPEG4 √ プライベート 

ACM-8221 A1D-220-V3.13.16-AC MPEG4 √ プライベート 

Arecont AV1115 65246 H264 √ プライベート 

AV10005DN 65197 H264 √ プライベート 

AV2115DN 65246 H264 √ プライベート 

AV2515DN 65199 H264 √ プライベート 

AV2815 65197 H264 √ プライベート 

AV5115DN 65246 H264 √ プライベート 

AV8185DN 65197 H264 √ プライベート 

Bosch NBN-921-P － H264 √ ONVIF 

NBC-455-12P － H264 √ ONVIF 

VG5-825 9500453 H264 √ ONVIF 

NBN-832 66500500 H264 √ ONVIF 

VEZ-211-IWTEIVA － H264 √ ONVIF 

NBC-255-P 15500152 H264 √ ONVIF 

VIP-X1XF － H264 √ ONVIF 

Brikcom B0100 － H264 √ ONVIF 

D100 － H264 √ ONVIF 

GE-100-CB － H264 √ ONVIF 

FB-100A v1.0.3.9 H264 √ ONVIF 

FD-100A v1.0.3.3 H264 √ ONVIF 

キヤノン VB-M400 － H264 √ プライベート 

CNB MPix2.0DIR XNETM1120111229 H264 √ ONVIF 

VIPBL1.3MIRVF XNETM2100111229 H264 √ ONVIF 

IGC-2050F XNETM2100111229 H264 √ ONVIF 

CP PLUS CP-NC9-K 6.E.2.7776 H264 √ ONVIF/プライベート 
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